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サクシードヒルズ西方宅地開発事業 簡易環境影響評価書に対する 

三重県環境影響評価委員会の調査審議結果（答申） 

 

（総括的事項） 

１ 簡易的環境影響評価は、主に文献調査の結果に基づき予測及び評価したものであ

ることから、現地調査の結果に基づく環境影響評価と比較して予測の不確実性が大

きいことに留意し、事業実施の際に予測結果と異なる状況が発生した場合には、適

切な措置を講じ、可能な限り環境影響の回避または低減に努めること。 

 

２ 当該事業実施区域は閑静な住宅街に隣接しているため、各環境要素に係る規制基

準値や指針値等を遵守し、環境保全措置を徹底するだけでなく、工事の計画や進捗

状況を常に情報提供する等、地域住民とコミュニケーションを十分図り、事業を進

めること。 

 

３ 事業の実施にあたっては、環境保全対策に関する最新の知見を考慮するとともに、

最善の利用可能技術を導入するなど、より一層の環境影響の低減に努めること。 

 

４ 措置報告書の作成までに、詳細な工事内容及び施設概要が明らかとなり、予測、

評価及び環境保全措置に変更を生じる場合は、それら工事内容等を反映した措置報

告書を作成すること。 

 

 

（個別的事項） 

１ 騒音 

（１）建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果は、事業実施区域の境界上において規制

基準値以下であるものの、隣接する閑静な住宅街においては、比較的高いレベル

の騒音に長時間曝露されることによる影響が考えられるため、工事計画の決定に

あたっては地域住民と十分協議を行い、理解を得ながら事業を進めること。 

（２）伐採樹木の現地破砕による騒音影響について、調査、予測及び評価を必要に応

じて行い、その結果を措置報告書に記載すること。 

（３）環境保全措置として掲げられている「住居地域に隣接する竹林については、工

事期間中は、極力、緩衝施設帯として残存させ、工事の最終段階で伐採するなど、

騒音の発生を抑制する。」については、十分な騒音防止効果が期待できないため、

適切な表現に改めること。 

 

２ 水質、地下水 

大規模出水時に洪水等が発生しないよう、調整池の容量を十分確保するとともに、

調整池の堆砂状況を定期的に確認し、必要に応じてしゅんせつを行う等、適切に管

理すること。 
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３ 地形、地質 

（１）当該事業実施区域及びその周辺には多くの活断層が存在しているため、事業実

施にあたっては、ボーリング調査等により未知の活断層の分布の把握に努めるこ

と。また、当該事業の利害関係者に対して、活断層の存在について十分な説明を

行うこと。 

（２）谷部を盛土造成する事業計画であることから、地盤及び盛土の安定性が確保さ

れた計画であることを確認したうえで、事業を進めること。 

 

４ 陸生動物、陸生植物、水生生物、生態系 

 桑名市指定天然記念物であるヒメタイコウチは、土壌の水分量のわずかな変化によ

り生息できなくなる可能性が大きいことから、事業実施区域の南側の生息地の保全の

ため、桑名市の担当課と密に連携し、当該生息地への供給源となる湧水及び表流水の

状況把握に努めるとともに、可能な限り水量が維持される施工方法とすること。 

 

５ 歴史的文化的な遺産 

事業実施区域には、高塚遺物散布地及び高塚山下遺跡が含まれるため、事業の実施

にあたっては、桑名市の担当課と協議のうえ、必要な措置を講じること。 

 

６ その他 

事業実施区域の周辺住民から、工事の実施時及び施設供用時における交通事故の多

発等を心配する意見が寄せられているため、各意見について、事業者として誠実に対

応すること。 


